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１．概要 

 圧延鋼板などでは、圧延方向（RD）に対し、TD方向や深さ方向で方位分布が異なる。 

   更に、粗大粒径の影響もあり、広範囲な測定から平均値が計算されている。処理が煩雑である。 

   例えば、圧延板が Aから Fとし、切り出しｓａｍｐｌｅを６とすると極点図合計は 

 ７ｘ６ｘ４＝１６８個の極点図が測定される。 

   圧延板 Aとｒａｎｄｏｍの場合、２ｘ６ｘ４＝４８個の極点図が測定される。 

  

 ｓａｍｐｌｅ 

  

   このように、圧延板の平均方位を求め作業は煩雑である。 

 

   ＣＴＲソフトウエアにて、極点図の平均密度を一括算出する手法を説明します。 

 基本は 

     

 A圧延板の平均｛１１１｝，｛２００｝，｛２２０｝，｛３１１｝の算出を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．計算方法 

２．１ ｒａｎｄｏｍサンプルを用意できる場合 

  A圧延板のｓａｍｐｌｅ１を指定  Ａ圧延板を指定 

 

Random指定  一括計算 複数ｓａｍｐｌｅの平均  ＯＤＦ向けファイル作成 

 

２．２ 内部ｒａｎｄｏｍ計算を用いる場合 

 

 

 ｒａｎｄｏｍサンプルなしで、内部計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正を用いる 



３．ｒａｎｄｏｍデータによる一括処理 

３．１ ｓａｍｐｌｅ１のＡＳＣファイル選択 

  

 

 

 選択した極点図が表示される。 

 

 

 



３．２ A圧延板を指定（ｓａｍｐｌｅ１からｓａｍｐｌｅ６の平均） 

  

 

 

 

 ｓａｍｐｌｅ１をＮＯ００１に読み替えてください。 

 表示はｓａｍｐｌｅ２からｓａｍｐｌｅ６が表示されます。 

 最初に選択した ファイルが存在しない 

 ホルダは表示されません。 

 異なる ASCファイルが対象の場合、予め を使い、同一ファイル名に一括変換を行う 

 

 

 

 

 



３．３ 一括処理を行う（ｓａｍｐｌｅ１からｓａｍｐｌｅ６の極点処理を行う） 

 

ＮＯ００６の結果が表示される（ＮＯ００１から標示しているが見えない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．４ 極点図の平均化 

 

 

 

 平均化を実施 

 



 ６個の平均を示している 

 

平均化された TXT２ファイルは最初に選択したｓａｍｐｌｅ１（ＮＯ００１）ホルダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４． 各種ＯＤＦ向けファイルを作成 

 

 

 

 ６個の平均極点図が表示されている 

 

 



ＯＤＦを選択 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．複数の圧延板の平均値を求める（圧延版Ａから６の平均） 

 ｒａｎｄｏｍデータの位置を変更 

  

からｒａｎｄｏｍデータを別のｈｏｌｄｅｒに 

  

 のみのｈｏｌｄｅｒとした場合 

 

 

複数の圧延板の選択が可能にあります。 

もし不要なホルダが追加された場合削除する 

 ｄｅｌｅｔｅする 

 



６．関係するソフトウエア 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ１．５Ｓ（Ｖｅｒｓｉｏｎ２．０４） 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ２Ｓ（Ｖｅｒｓｉｏｎ４．０６） 

 ＡｄｄｉｎｇＰｏｌｅ（Ｖｅｒｓｉｏｎ２．１９） 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３（Ｖｅｒｓｉｏｎ８．５４） 

 ＨＤＳｅａｒｃｈ（Ｖｅｒｓｉｏｎ１．１６） 

 これらのソフトウエアは、次回のｕｐｄａｔｅ版に含まれます。 

 

 

７．まとめ 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでは、最初に指定したＡＳＣ極点図と同一ファイル名の一括処理が 

   可能になっています。指定したホルダをＣ：とすれば、Ｃ：ドライブのすべての同一ファイル名のＡＳＣ

ファイルを一括処理が行われる。 

   この機能を制限したホルダに適用すれば、ＡｄｄｉｎｇＰｏｌｅソフトウエアと連結することで 

   平均化が実現できます。 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアでは処理結果のＴＸＴ２ファイルから処理方法の 

   確認が可能です。 

  

   ファイル名の確認を行いながら実施されることを願います。 


